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事業のポイント
■ 小さな地域での起業は、「まち」との連携を柱に「しごと」を組み立
てることが大切。地域の中でしごとを創りだし、地域を少しずつ変えて
いく。そんな取組を応援し、地域の新しい担い手を創りだす場が「まち
しごとファクトリー」。

事業代表者・連絡先
山中 英生（人と地域共創センター・副センター長）
〒770-8502 徳島市南常三島町1-1

tel: 088-656-9752   fax: 088-656-9880

e-mail:  chkoukenc@tokushima-u.ac.jp

  地域連携戦略室主催事業

まちしごとファクトリー

●エクスカーション（11月27日）
　地域に根差した事業に取り組む現場訪問のため、徳島県

美馬郡つるぎ町を訪問。家賀再生プロジェクトの栃谷京子

氏など現地の事業者からまちしごとを学んだ。
●ビジネスモデル特論
　徳島県信用保証協会の森卓史 企画部 部長が講師を務め
る徳島大学大学院の公開授業を後期に全 10回実施。ビジ
ネスモデルの組み立てなどを講義、実習及びグループワー

クで学んだ。
●クロージングセミナー（2月5日）
　ウエスタン・アセット・マネジメント（株）の代表取締

役 折目尚也氏および（有）北室白扇の北室淳子氏から「折
目邸の歴史と今後 地元の財産を活用した町おこし」、「古
民家『折目邸』から発信するつるぎ町の伝統文化」という

題名でそれぞれ講演いただいた。その後、受講生ら 4名
から各々の事業計画のプレゼンを行い、参加者同士で意見

を交わした。

事業の概要

1. 事業の目的
　本事業は、徳島大学、徳島新聞社、徳島県信用保証協会

の連携により、地域で「まちしごと」を創り、実践するア

クターを創りだすことを目的とした事業で、令和 3年度
で 7年目。

2. 連携事業
●キックオフセミナー（6月19日）
　新型コロナウイルス感染症対策のため、ウェブ会議ツー

ル「Zoom」を活用して開催。ゲスト講師 5名（一般社団
法人ビーンズの坂野拓海氏、（株）TKYの政平安世氏、阿南市

地域おこし協力隊 /カモ谷製作舎の岡﨑裕樹氏、ODOROKI

珈琲の鈴木優太郎氏・田村駿氏）から、起業の経緯について

お話いただいた。

●まちしごと実践講座（6月8日、15日、22日）
　徳島大学の授業「まちづくり地域社会論」との合同で、

講師の矢部拓也教授（徳島大学）が実際に関わっている「ま

ちづくり」実践事例を取り上げながら、全 3回の講座を
開催した。講座では、徳島県吉野川市の事例を取り上げ、

実践する「まちづくり」の取組を共有した。
●まちしごと実践塾（10月23日、11月20日、12月11日）
　徳島県信用保証協会が中心となり、起業に興味のある社

会人や徳島大学の大学生等を対象に、全 3回の創業に関
するセミナー&ワークショップを行い、ビジネスプラン
作成を支援した。ナカガワ・アド（株）の中川和也氏、（株）

JouZoの住友正伯氏、㈱ときわの髙畑富士子氏及びまちし
ごとファクトリーの卒業生の先輩起業家をゲストに迎え、

自らの起業体験をもとに、これから起業を志す受講生にア

ドバイスと応援をもらった。




